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＜事例検討＞

村田　昭一様（59）

主病名：統合失調症　　合併症：高血圧症、慢性胃炎

ナイトケア利用期間：３年１１ヶ月

治療評価　①継続した血圧測定により、本人の状態を把握。

②①に伴い、必要時にはナイトケア以外で摂取する食事バランスについての助言を行う。

③入浴回数は増えたものの、更衣回数が少ないことについて、声掛けを行っていく。

検討内容　治療計画の評価、状態確認

最近の様子

· 食事面―時折、外食している。月１回、飲酒している。醤油を大量にかける傾向がありスタッフが　

注意すると「血圧が上がってもいい」と話す。

· 静養面―入浴日が不規則である。更衣交換も不規則である。１週間に１度洗濯はしているとのこと。

· 体調面―慢性胃炎。大腸の検査結果異常ない。今後、肝臓の検査予定（以前は、脂肪肝と診断あり）

　　　　　　血圧は、安定している。春先、煙草の吸い過ぎにて声が枯れる事あったが、夏頃には改善されている。

· 生活面―現在は、毛布１枚をかけ寝ている。寒い時期になると十分な睡眠がとれず、夜中にカップ

ラーメンを食べる生活を送ることが過去にあった。

治療計画の評価
①②③とも今後も必要な為、継続していく。

寒くなってきた為、睡眠が少なくなる可能性がある。今後は、睡眠状況について本人へ確認していく。

＜連絡事項＞

· 月末のため、月報作成すること。
· 本日、病院にて法人防災・被災訓練の第１陣の、災害時職員行動シミュレーションあり。

· 本日と明日、星とも子さんの通所ローテーション研修あり。

· 10/1（木）中間ヒアリングあり。

· 10/2（金）実地指導確認作業あり。

· 人事考課と能力開発カードの書式が変更となっている。前回作成したものを現在の書式に沿って記入しなおし、10/8（木）までに提出すること。

＜利用者様情報＞

· 川村　享　　様～本日、お母様のみ見学されている。本人は今年の４月頃見学に来られている。　

　　　　　　　　　　本人、現在、“大輪”に通っているが、自宅より遠い為、11月頃からデイケア利用を考えているとのこと。　　　　　　　　　　

【本人の情報】

本人の病名　：統合失調症　　

主治医　　　：八戸赤十字病院

　　　　　　　　　　紹介先　　　：青明舎

　　　　　　　　　　その他の情報：お母様は、南陽館に週２回利用されている。

　　　　　　　　　　※本人の詳しい情報については、今後、青明舎より情報提供あり。

· 北村　奈美　様～本日、定時に来所されている。バスでの通所も慣れ、自信がついてきたと話され

ている。以前より相談していた通所日の変更（木曜日に受けたいプログラムがあるとのこと）について、「来週からか、11月から利用日を木曜日にしたい」と話す。10/6の受診時、担当医へ相談し、いつから利用日を木曜日に変更するか決めるとのこと。

· 田向　玲美　様～家の片付けでデイケアを欠席すると電話連絡あり。１週間同じ理由でデイケアを　　　　　　　　　　　　

欠席している事を本人へ伝えると「１０月でデイケアをやめようと思って」と話される。最近、スタッフに手芸の約束をしておきながら欠席したり、自分で決めた事を守らないことある。

⇒約束を守ることは社会生活を送る上で、特に就労に関しては最低限のことであることを説明していく。また、本人の現状を担当医へ報告し、今後の対応について検討していく。

· 今野　容子　様～本日、デイナイトケア利用している。車椅子を利用している。入浴中、起立時に

力が入らず立てなかったり、足を動かそうとするが１歩を踏み出せなかったりする状態。また、自分のロッカーの番号も思い出せずにいる。２週間前に比べ、身体的にも精神的にも若干レベルの低下がみられている為、為、様子観察し、関係機関へ情報提供していく。

· 高橋　洋子　様～膝と腰が痛いと話される。娘様には、心配かけたくないから言いたくないとのこ

と。本人に、スタッフから娘様にそのことを伝えても良いか確認をしてから、娘様の方へ情報提供して行く。

· 松永　勘五郎様～昨日、ナイトケア来所され、「今日は帰る」と欠席する旨を伝えている。理由に

ついて問うと、「こわい」と話されており、疲れているとのこと。頭を石鹸で洗っているとのことで、買い物に行く時にでもシャンプーを購入するように説明している。

＜外来情報＞

· 川口　尚良　様～大便をする時、腰が痛いことを内科で話したところ、大腸の検査を勧められ、大　　

便をとって検査に回したとのこと。

· 淡路　智恵子様～現在、ラミシールを八戸赤十字病院から処方されているが、薬がなくなり次第、

採血し、その後、当院処方になると話される。

· 下口　政子　様～幻聴あり服薬調整していたが、症状改善出来ない事より10/5　9:30より入院予

定となっている。

· 東海林　康之様～採血、尿検査あり。尿検査の結果、異常なし。採血の結果は、次回伝える予定。

· 番沢　政勝　様～政権が変わって自立支援方がどうなるか心配とのこと。担当医より、今以上悪く

ならない事を説明している。

· 久保　興介　様～最近、イライラすることあり、イライラがとれなかったからデイケアを欠席した　　

とのこと。担当医より無理しないよう説明あり。ルーラン２日分処方あり。

· 清水頭　翼　様～パロマンス50注射あり。喘息発作あり、内科でテオロング200mg１錠　１×７

処方あり。

· 繁名　和恵　様～注射で精神不安定少なくなったとのこと。

· 大久保　康弘様～幻視、幻聴落ち着いて来たとのこと。

· 豊川　明男　様～腹部に鈍痛あるとのこと。次回レントゲン予定。

· 中村　鶴子　様～お父様が東八戸病院へ行っているとのこと。お母様の介護認定が降りるとデイサ

ービスに週１～３回通うようになるとのこと。

· 駒木　学　　様～リスパダールの注射実施。元気なく、意欲ないとのこと。9/11退院してから３

週間経ち、疲れが溜まって来た可能性がある為、無理しないように過ごすよう担当医より説明あり。また、行ける時はデイケアを利用するよう説明あり。

· 高橋　幸雄　様～体重76.2kg。２週間処方あり。次回は２週間後の診察予定。

· 其田　淑子　様～栄養指導実施している。

· 袴田　淑子　様～寒気がすると話される。体温36℃。「寒いから寒気がするのだ」と話される。

＜勉強会資料＞
青陽館防災マニュアル

青陽館火災時緊急行動

	１．出火場所の確認　　　　　火災報知盤で知る

	２．出火現場の確認　　　　　出火現場を探し状況確認

	３．初期消火　　　　　　　　 　消火器使用

	４．消防通報　　　　　　　　　 火災報知装置かPHS使用

	５．施設内への通報　　　　  放送機使用

	６．区画形成

	７．利用者様の避難誘導と残留者なしの確認

	８．人員確認

	９．防火管理者への報告（17時以降は、チーフ）


青陽館　火災発生時の緊急行動の手引
１．出火場所の確認

　火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」。

　①自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームに駆けつける。

　②受信機の火災報知器連動操作盤の明かりのついているところを探し、警戒

区域図面と合わせて見て出火場所を確認する。

２．出火現場の確認

　消火器を持って、出火場所へ急行する。

３．初期消火

　　現場確認の時に消火器によって行う。

　　※事前に消火器の使い方を熟知しておくこと。

　消化できれば終了。消化できなければ、すぐ「消防機関への通報」などの行

動に入る。

４．消防機関への通報

　　消火器での消火がうまく出来なかった場合、直ちに火災発生を消防機関に通報し（通報例文を利用）、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。
報告を受けたSGM（（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者（清水）へ連絡。１７時以降はチーフへ報告。
※この通報時に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤

い２個のスイッチを押す）。
※事前に音響停止スイッチを連動操作盤の実物で操作してみておくこと。

　　　消防機関（１１９）へは火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」

をダイヤルすれば通じる。
　　※事前に火災報知器装置の使い方を熟知しておくこと。

５．施設内部への情報伝達

　　次に施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する。通報例文を利用

し３回以上繰り返すこと。

　　※この通報時に警戒音を停止する。
　　※事前に放送機器の使い方を熟知しておくこと。
６．区画形成

　　防火区画形成のため、手動で防火扉を閉める。（防火扉：各階の階段のドア、

外部との通用口）

　　※「出火場所の確認」「消防通報」「施設内部への情報伝達」などは１階スタ
ッフルームで同時操作できる項目である。

７．利用者の避難誘導と残留者なしの確認

　　各階とも下記の①か②のルートで避難する。

[image: image1.png]


①内部の段階から１階に降り　　１階喫煙所隣の非常口から戸外に避難する

正面玄関から戸外に避難する

浴室側非常口から戸外に避難する

　　②浴室側の非常口から外階段を使用し１階に降り避難する

※各室、残留者がないか確認しながら利用者を誘導し残留者のいないことを確認する。
　　※使用者の名簿を（夜間は懐中電灯も）携帯するのを忘れないように。
※１階喫煙所隣の非常口と３階非常口は、取っ手のプラスチックカバーを捻り破損し、中鍵を外して開く。これは現場で事前に確認しておくこと。
８．人員確認

　　戸外に誘導した利用者を安全な場所に誘導し、人員の確認をする。この時欠

員があれば、名簿で欠員者氏名を確認し、捜索する。

９．報告

①避難場所人員を確認しリーダーへ伝える。

②報告を受けたリーダーは防災対策本部へ報告する。

災害時の通報文例

　　　　　　　　　　
消防通報専用電話からの通報例文

◆火災通報装置を使用。

①またはPHSでは００１１９を押す。

②＜こちら１１９番＞＜消防署です＞＜火事ですか、救急ですか＞

　　　　「火事です、火事です。」

③＜場所は？＞

　　　　「青陽館です。」

　　　「住所は八戸市田面木字赤坂３５－６８」

　　　「電話番号は２７－２０１６」

　　　「国道１０４号の八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です。」

◆「３階建ての・・・階が燃えています。」

　　　「逃げ遅れた人は」

　　　　　　　　「いません。」

　　　　　　　　「・・・人逃げ遅れました。」

　　　　　　　　「まだ分かりません。」

◆その他、特異な事があれば言う

館内放送例文

「・・・で火災が起きています。メンバーの方はスタッフの指示に従って避難して下さい。スタッフは、・・・から・・・へメンバーを誘導して下さい。」

	緊急連絡網
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	谷藤　律子
	
	下舘　静香

	090-2364-3006
	
	090-9038-1073
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	田中　裕子
	
	中居　則子

	090-7562-9066
	
	080-6622-4174

	0178-96-2770
	
	0178-44-4174

	
　

	
	
　


	福田恵子
	
	上野　葉子

	0178-70-2023
	
	090-1937-9907

	  080-1854-0054  
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	川井　さと子
	
	大谷地　寛子

	090-7795-6896
	
	090-9633-1474

	0178-27-9575
	
	　

	
　

	
	
　


	木村　裕美
	
	山田　沙弥香

	090-8255-7082
	
	080-6017-4156

	0178-44-2209
	
	0179-34-3050

	
　

	
	
　


	佐々木　智枝子
	
	服部　智子

	080-1848-0786
	
	080-1835-1867

	0178-84-3039
	
	0178-52-4830

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	

	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


精神保健福祉領域�AOM�佐藤　真一�090-4399-3485�0178-32-4418 





防火管理者�佐々木　政勝�090-6780－4690�0178-25-4616  





最後の人は�ＳＧＭへもどす�SGMよりAOMと防火管理者に連絡する 
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